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有
田
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

育
児
サ
ー
ク
ル

◆
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
◆

◆
助
産
師
に
も
相
談
で
き
る
◆

◆
気
軽
に
利
用
で
き
る
◆

◆
地
域
の
ち
か
ら
◆

◆
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
◆

◆
助
産
師
に
も
相
談
で
き
る
◆

◆
気
軽
に
利
用
で
き
る
◆

◆
地
域
の
ち
か
ら
◆

◆
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
◆

　

有
田
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
そ

と
は
ま
保
育
所
内
に
あ
り
、
就
学
前
の
お
子
さ

ん
や
そ
の
保
護
者
の
方
、
ま
た
妊
婦
の
方
や
そ

の
ご
家
族
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
乳
幼
児

の
お
子
さ
ん
に
も
た
く
さ
ん
来
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

◆
助
産
師
に
も
相
談
で
き
る
◆

　

病
院
ま
で
行
っ
て
相
談
す
る
の
は
敷
居
が
高

か
っ
た
り
し
ま
す
よ
ね
？

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
週
木
曜
日
の

午
前
中
に
市
立
病
院
の
助
産
師
が
来
て
、
お
話

を
聞
き
ま
す
！

◆
気
軽
に
利
用
で
き
る
◆

◇
利
用
料
は
無
料
で
す
。

◇
事
前
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
開
館
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
希
望
す

る
と
き
に
利
用
で
き
ま
す
。

◇
市
外
の
方
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
や
、
子
育
て
に
役
立
つ

学
び
の
場
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
充
実
し
て
い

ま
す
♪

◆
地
域
の
ち
か
ら
◆

　

市
内
の
８
ヵ
所
の
公
民
館
で
、
育
児
サ
ー
ク

ル
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

月
に
一
度
は
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
保
育
士
が
出
向
き
、
手
遊
び
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、
誕
生
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
と
ゆ
っ
く
り
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ

ん
か
？ 

　

お
も
ち
ゃ
が
い
っ
ぱ
い
！

　

遊
び
の
ス
ペ
ー
ス

　

同
年
代
の
友
だ
ち
が
で
き
る

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
・
・
・

　

家
と
は
ち
が
う
場
所
で
少
し

　

ゆ
っ
た
り

　

マ
マ
友
・
パ
パ
友
が
で
き
る

　

子
育
て
で
困
っ
た
こ
と
を
保
育
士
に

　

気
軽
に
相
談
で
き
る

利
用
者
の
声

　

支
援
セ
ン
タ
ー
に
来
る
と
保
育
士
さ

ん
が
子
ど
も
と
遊
ん
で
く
れ
る
し
、
子

ど
も
自
身
も
他
の
人
と
一
緒
に
い
る
こ

と
に
慣
れ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
同
年
代

の
友
だ
ち
も
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。

　

施
設
も
キ
レ
イ
で
、
お
も
ち
ゃ
も
多

く
、
砂
場
も
あ
っ
て
外
で
遊
ぶ
こ
と
も

で
き
る
の
で
、
子
ど
も
が
と
て
も
喜
ん

で
遊
ん
で
い
ま
す
。

保
護
者
に
と
っ
て
・
・
・

市立病院 母子保健相談室
　母子保健コーディネーター
　助産師

向井　仁美 さん
むか い ひと み

　

こ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
で
親
御
さ
ん
と
た
く

さ
ん
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

離
乳
食
の
こ
と
や
、
母
乳
の
こ
と
な
ど
様
々

な
相
談
が
あ
り
ま
す
。

　

お
子
様
を
遊
ば
せ
な
が
ら
気
軽
に
お
話
で

き
る
雰
囲
気
で
す
。

　

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地域子育て支援センター
　保育士

網谷 千奈美 さん
あみ たに ち な み

　

昔
は
二
世
代
、
三
世
代
が
同
居
し
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
保
育
所
に
通
う
子
ど
も
た

ち
も
核
家
族
の
家
庭
が
多
く
あ
り
ま
す
。
子

育
て
は
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人
が
必
要
で

す
。
親
御
さ
ん
は
、
ひ
と
り
で
か
か
え
こ
ん

で
し
ま
わ
ず
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
ま
わ
り
の
家
族
や
友
だ
ち
、
地
域

の
方
の
協
力
も
と
て
も
大
事
な
も
の
な
の

で
、
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
い
き
た
い
で
す

よ
ね
。

場所／有田市港町（そとはま保育所内）
開所／月～金曜（祝日除く）
時間／午前9時～正午、午後1時～4時
電話／83-1470

■有田市地域子育て支援センター■

子どもも親も

　みんなわきあい
あいと

　　　　交流して
います♪

サークル名 場　所 開催曜日
箕島育児サークル
港町育児サークル
どんぐりっこ

中央育児サークル
ひよこクラブ

宮崎育児サークル
糸我育児サークル
保田育児サークル
ぽっぽちゃん

箕島公民館
港町公民館
宮原公民館

中央地区公民館
初島公民館
宮崎公民館
糸我公民館
保田公民館
保田公民館

毎週月曜
毎週月曜
毎週水曜
第1・3水曜
毎週木曜
第1・3火曜
第1・3・4・5火曜
第1・2・4火曜
第3火曜

時間／午前10時～11時

紀伊水道

東燃ゼネラル石油
和歌山工場貯油所

国
道
42
号

↑
初
島
駅

箕
島
駅
↓

●ソト浜
　自動車学校

●

●社会福祉法人ひまわり作業所

●
斎藤ドラム缶工業
和歌山工場

県営住宅港
団地1号棟
●

港小

港町

文

有田市
体育センター

有田市立
そとはま
保育所

Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線

N
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子
ど
も
さ
ん
と
向
き
合
う
な

か
で
、
こ
ん
な
時
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
？
と
疑
問
に
思
っ
た
り
、

誰
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

『
つ
い
怒
っ
て
し
ま
う
・
・
』

『
人
見
知
り
が
強
く
て
保
育
所

へ
通
え
る
か
心
配
・
・
』

『
な
か
な
か
言
う
こ
と
を
き
い

て
く
れ
ま
せ
ん
』

　

子
育
て
の
悩
み
は
尽
き
ま
せ

ん
よ
ね
。

　

そ
こ
で
、
日
々
子
育
て
に
奮

闘
し
て
い
る
パ
パ
や
マ
マ
、
家

族
の
皆
さ
ん
を
応
援
す
る
場
所

と
し
て
、
有
田
市
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
や
育
児
サ
ー
ク

ル
を
紹
介
し
ま
す
。
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こども

スマイル
こども

スマイル
こども

スマイル
月生まれ６

８月生まれのお子さん（就学前）
　　　　　　　を募集しています
氏名、生年月日、住所、電話番号、メッセージ
（50字以内）を添えて、お申込みください。
※応募多数の場合は抽選
※宛先は裏表紙参照
申込方法／郵便・メール・持込
締切／６月30日（木）
　　　　秘書広報課（内線２０５）申・問

元気いっ
ぱいのお

子さんを
紹介しま

す !

元気いっ
ぱいのお

子さんを
紹介しま

す !

笠井 那月ちゃん
かさ い な つき

（１歳）
いっぱい食べていっ
ぱい笑っておっきく
なってね♪

森川 友喜ちゃん
もり かわ ゆう き

（２歳）
お誕生日おめでとう♡
やんちゃだけど、兄
弟仲良く、いつもニ
コニコ元気に大きく
なあれ。

中尾 仁勇ちゃん
なか お じん ゆう

（１歳）
いつも笑顔の仁勇
君に癒されます。
いっぱい食べて元
気に育ってね。

瀧川 海星ちゃん
たき がわ かい り

（４歳）
4歳のお誕生日おめでとう♡
毎日元気で時には甘えん坊
のかわいい海星くん♡これ
からも人に優しく、たくまし
い男の子に育ってね☆

みかんの花の中を

全力を尽くします！

被災地、熊本へ

　５月１日（日）～３日（火）、有田市立病院の災害救
護班の５名が、熊本県で災害救護活動を行いました。南
阿蘇村では、村内３カ所の避難所をまわり、衛生状態等
についての聞き取り調査を行いました。また、益城町で
は町内の各診療所の被災状況の調査を行いました。
　市立病院の災害救護班は、医師や薬剤師、看護師等で
構成され、有事の際に備えています。

　５月８日（日）、市民体育館で第40回市民総合スポー
ツ大会の開会式が行われました。選手宣誓では、剣道の
成戸雄飛くんが「正々堂々戦い抜くことを誓います」と
声高らかに宣誓しました。今回新しく加わったラグビー
競技も含め秋頃まで18種目の試合が繰り広げられます。

　５月８日（日）、みかんの花街道ウォークが開催され
ました。風が心地よい、穏やかな天気のもと約２００名
の方が参加しました。今年は有田川の河川敷から糸我峠
を目指すコースで、糸我峠付近では急な坂に参加者の息
もきれぎれ。それでもみかんの花が咲く畑などの豊かな
自然と、熊野古道の歴史に触れ、皆さん満喫していまし
た。

なる と ゆう ひ

みなみ

そあ

まちきまし
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有田市の施策やまちの話題など…

魚がいっぱい♪　

次の未来も有田市と

　５月１日（日）、文化福祉センターにおいて有田市市
制施行60周年記念式典を開催しました。式典では、市
政功労者表彰のほか、有田市の60年を振り返るスライ
ドを上映しました。会場に集まった方々はなつかしい写
真の数々に見入っていました。そして「はっか草」の独
唱で美しい歌声に浸り、最後は会場全員で「みかんの花
咲く丘」を合唱しました。
　これからも有田市と未来に向けてともに歩んでいきましょう。

　５月４日（水）、箕島漁港にて「たかやにいやんのお
魚勉強会」が開催されました。
　市内の保育所・幼稚園の年長の子どもたち約200人が
集まり、箕島漁港はにぎわいました。
　はじめに、底引き網漁の実演が行われました。魚に見
立てた人が網に入り、漁船に見立てたトラックの荷台か
ら網を引きずりあげ、魚を獲る様子を再現しました。
　その後、みんなが楽しみにしていた大きなイケスでの
お魚すくいが行われました。イケスの中にはタイやハマ
チ、サバやイサギなど様々な魚が泳ぎまわり、子どもた
ちはタモを使って魚を追っていました。「そこにいてる！」
「今やっ」と親子で大盛り上がり。タモの中でもあばれ
る魚に子どもたちはびっくり！それでもおそるおそるの
ぞきこんだり、魚に触ったりしていました。
　一方、お食事コーナーでは、焼きイカや焼きエビ、太
刀魚のからあげなど、近くの海で獲れた海の幸に参加者
は舌鼓を打っていました。
　スーパーで並ぶ魚とは違う、いきいきとした魚の姿に
触れ、魚の魅力を発見できた一日でした。

①わぁ！魚がいっぱい泳いでる！イケスの前で大興奮。
②漁師さんに魚の処理をお願い。手つきが全然ちがう！
③焼きエビと焼きイカ ④海の幸を味わう子どもたち。
⑤底引き網漁の実演。網には人が入ってます。
⑥タイとった～！

　お魚勉強会をたちあげた尾藤文紀さんと「たかやに
いやん」こと上野山貴也さんのお魚勉強会への思いを
本紙p.11に掲載しています。ぜひご覧ください。

び とう ふみ き

うえ の やま たか や

お魚とったよ！

1

2 3

4

5 6
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人　口　29,549人（前月比－29人）
　男　　14,072人
　女　　15,477人
世帯数　11,907戸

有 田 市 の
人口世帯数

（平成28年5月1日現在）

Arida Information
～有田市からのおしらせ～

■
平
成
28
年
度
年
金
額

　

公
的
年
金
の
年
金
額
は
昨
年
度
か
ら
据
え

置
き
と
な
り
ま
す
。

　

基
礎
年
金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
老
齢
基
礎
年
金
（
満
額
支
給
の
場
合
）・

　

遺
族
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
２
級

７
８
０
，
１
０
０
円

　

た
だ
し
、
障
害
基
礎
年
金
１
級
は
、

　

９
７
５
，
１
０
０
円
か
ら
、

　

９
７
５
，
１
２
５
円
と
な
り
ま
す
。

■
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
が

死
亡
さ
れ
た
と
き

未
支
給
年
金
の
請
求
に
つ
い
て

　

年
金
は
死
亡
し
た
月
分
ま
で
支
払
わ
れ
ま

す
。
死
亡
し
た
方
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
年
金

が
あ
る
と
き
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺

族
の
方
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

添
付
書
類
等

①
年
金
証
書

※

亡
失
の
場
合
、
添
付
で
き
な
い
理
由

②
死
亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類
、

請
求
者
の
住
民
票
・
戸
籍
謄
本（
抄
本
）等

③
認
め
印
・
請
求
者
の
預
金
通
帳
（
現
物
）

④
世
帯
が
別
の
時
は
生
計
同
一
証
明

■
死
亡
一
時
金

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保

険
料
を
納
め
た
月
数
が
36
月
以
上
あ
る
被
保

険
者
が
、
老
齢
・
障
害
基
礎
年
金
の
い
ず
れ

も
受
け
な
い
ま
ま
死
亡
し
た
と
き
、
死
亡
者

と
生
計
を
同
一
に
し
て
い
た
遺
族
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
方
の
死
亡
に
よ
り
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
遺
族
が
い
る
場
合
に

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

死
亡
一
時
金
の
額
は
、
保
険
料
を
納
め
た

月
数
に
応
じ
て
決
ま
っ
て
い
ま
す
。（
12
〜

32
万
円
）
な
お
、
付
加
保
険
料
を
納
め
た
期

間
が
36
月
以
上
あ
る
場
合
は
、
さ
ら
に
８
，

５
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※

死
亡
か
ら
２
年
経
過
す
る
と
、
請
求
が
時

　

効
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所

℡
０
７
３
ー
４
４
７
ー
１
６
８
８

　
　

健
康
課
（
内
線
５
１
６
）

　

取
引
（
商
売
）
や
証
明
に
使
用
す
る
「
は

か
り
」
は
、
計
量
法
の
規
定
に
よ
り
２
年
に

一
度
、
県
が
実
施
す
る
検
査
を
必
ず
受
検
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
は
か
り
を
使
用
し

て
い
る
方
は
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　

産
業
振
興
課
（
内
線
２
７
５
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯
学
習
の
円
滑
な

推
進
と
、
よ
り
一
層
の
充
実
を
目
指
し
10
ヵ

年
の
方
向
性
を
示
し
た
「
有
田
市
生
涯
学
習

推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
計
画
を
も
と
に
、
市
の
長

期
総
合
計
画
に
掲
げ
る
目
標
『
活
力
あ
ふ
れ

る
明
る
い
未
来
の
ま
ち
』、『
心
の
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
』
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

市
民
の
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
理
念

　
『
集
い
・
学
び
・
つ
な
げ
る
地
域
の
力
』

基
本
方
針

・
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
生
涯
学
習
機
会

の
提
供

・
生
涯
学
習
施
設
の
整
備
・
有
効
活
用

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

・
情
報
発
信
の
充
実

・
核
と
な
る
人
材
の
発
掘

・
文
化
的
活
動
の
支
援
と
地
域
の
文
化
財
の

保
護

・
子
育
て
・
家
庭
教
育
支
援
と
青
少
年
の
健

全
育
成
の
推
進

・
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
推
進

・
地
域
の
課
題
解
決
に
む
け
た
取
り
組
み
の

推
進

・
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
推
進
体
制
の
確
立

　

計
画
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　

生
涯
学
習
課
（
内
線
２
９
６
）

　

管
理
さ
れ
て
い
る
浄
化
槽
で
次
の
よ
う
な
場

合
は
、
市
役
所
ま
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
相
続
や
売
買
等
で
管
理
者
の
変
更
が
あ
っ

た
場
合

◎
浄
化
槽
の
使
用
を
３
ヶ
月
以
上
休
止
す
る

場
合

◎
浄
化
槽
の
使
用
を
開
始
し
た
場
合

◎
浄
化
槽
の
使
用
を
廃
止
し
た
場
合

◎
５
０
１
人
槽
以
上
の
浄
化
槽
で
、
技
術
管

理
者
を
変
更
し
た
場
合

　
　

生
活
環
境
課
（
内
線
２
２
９
）

　

６
月
１
日
（
水
）〜
７
月
11
日
（
月
）
の

間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

を
総
称
し
た
も
の
で
、
年
度
当
初
に
概
算
で

申
告
・
納
付
し
、
翌
年
度
当
初
に
確
定
申
告

の
上
、
精
算
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
場
あ
て
に
年
度
更
新
用
の
申
告
書
が

郵
送
さ
れ
ま
す
。
提
出
は
、
最
寄
り
の
集
合

受
付
会
場
、
各
労
働
基
準
監
督
署
、
和
歌
山

労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室
の
窓
口

（
郵
送
可
）
に
お
け
る
受
付
又
は
銀
行
等
の

金
融
機
関
、
郵
便
局
の
窓
口
で
行
う
同
時
納

付
や
電
子
申
請
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

和
歌
山
労
働
局
総
務
部

℡
０
７
３
ー
４
８
８
ー
１
１
０
２

問

問 問

問
和
歌
山
県
「
は
か
り
」
定
期
検
査

浄
化
槽
管
理
者
の
皆
様
へ

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
手
続

お
知
ら
せ

国
民
年
金
に
つ
い
て

有
田
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

策
定
し
ま
し
た

問

平
成
28
年
度

　

市
県
民
税
・
普
通
徴
収
（
全
・
１
期
）

　

納
期
限
は
６
月
30
日
（
木
）
で
す
。

世
代
を
こ
え
て
集
う
場
づ
く
り

世
代
を
こ
え
て
学
ぶ
人
づ
く
り

世
代
を
こ
え
て
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

10：30～12：00

13：30～15：30

10：30～12：00

13：30～15：30

10：30～12：00
13：30～15：30

6月22日（水）

6月22日（水）

6月23日（木）

6月23日（木）

6月24日（金）

保田公民館

宮原公民館

箕島漁村センター

初島公民館

有田市役所

検査会場・日程

検査日 時　間場　所

ARIDA　2016. ６ ⑥

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
を
さ
れ
た
方
で
、

お
渡
し
が
可
能
と
な
っ
た
方
に
対
し
て
、
交

付
通
知
書
（
は
が
き
）
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

交
付
通
知
書
が
届
い
た
方
は
、
市
民
課
窓
口

で
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
取
が
で
き
ま
す
。

　

開
庁
時
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

の
た
め
に
、
次
の
日
程
で
市
役
所
を
開
庁
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

　

６
月
５
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　

８
月
28
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

持
参
す
る
も
の
／
①
交
付
通
知
書（
は
が
き
）

②
個
人
番
号
の
通
知
カ
ー
ド　

③
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
の
み
）

④
本
人
確
認
書
類

●
顔
写
真
付
き
の
証
明
書
１
点
（
例‥

運
転

免
許
証
・
障
害
者
手
帳
・
在
留
カ
ー
ド
等
）

●
顔
写
真
付
き
の
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い

場
合
は
、
顔
写
真
が
付
い
て
い
な
い
証
明

書
２
点（
例‥

健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
・

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
・
各
種
年
金
証

書
・
社
員
証
・
学
生
証
等
）

※

15
歳
未
満
の
方
の
受
取
時
は
、
本
人
と
法

定
代
理
人
の
来
庁
及
び
本
人
確
認
書
類
の

持
参
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

※

ご
不
在
等
の
た
め
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
方
の
個
人
番
号
の
通
知
カ
ー
ド

に
つ
い
て
も
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
取

と
同
じ
日
時
で
、
休
日
の
受
取
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※

当
日
は
住
所
の
変
更
手
続
き
や
証
明
書
等

の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

市
民
課
（
内
線
２
４
１
）

　
受
診
期
間
／
７
月
〜
平
成
29
年
２
月

対
象

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
で
、
有
田
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
方
。

・
今
年
度
に
特
定
健
診
及
び
和
歌
山
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
実
施
す
る
健
康

診
査
を
受
診
し
て
い
な
い
方
。

※

前
年
度
に
脳
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
ら
れ

た
方
は
、今
年
度
は
脳
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
／
７
月
１
日
（
金
）〜
10
月
31
日
（
月
）

必
要
な
も
の
／
保
険
証
・
印
鑑

　
　
　
　

健
康
課
（
内
線
２
５
９
）

　

市
内
で
三
世
代
が
定
住
す
る
こ
と
を
促
進

す
る
た
め
、
市
外
在
住
の
こ
ど
も
世
帯
が
市

内
の
親
世
帯
と
同
居
ま
た
は
近
居
す
る
た
め

に
市
内
で
住
宅
を
取
得
す
る
場
合
、
そ
の
費

用
の
２
分
の
１
（
上
限
20
万
円
）
に
つ
い
て

助
成
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
、
平
成
27
年
４

月
１
日
以
降
に
工
事
請
負
契
約
ま
た
は
売
買

契
約
を
行
っ
た
住
宅
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

担
当
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

経
営
企
画
課
（
内
線
３
２
３
）

　

家
庭
用
コ
ン
ポ
ス
ト

（
生
ご
み
処
理
容
器
）

を
利
用
し
て
、
家
庭
か

ら
出
る
生
ご
み
の
減
量
、

た
い
肥
と
し
て
の
再
資

源
化
を
図
る
た
め
今
年
度
も
無
償
で
貸
与
し

ま
す
。
ま
た
、
１
年
間
貸
与
条
件
を
履
行
し

た
方
に
譲
与
し
ま
す
。

受
付
／
６
月
10
日
（
金
）〜

対
象
者
／
①
市
内
在
住
の
方
②
２
ｍ
四
方
の

土
壌
の
土
地
を
お
持
ち
の
方
③
市
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
方

貸
与
期
間
／
１
年
間

数
量
／
20
個　

※

１
世
帯
に
つ
き
１
個

貸
与
条
件
／
①
コ
ン
ポ
ス
ト
を
活
用
し
、
生

ご
み
の
減
量
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

　

②
市
が
実
施
す
る
利
用
状
況
等
の
レ
ポ
ー

ト
を
提
出
す
る
こ
と
。

注
意
事
項
／
①
コ
ン
ポ
ス
ト
を
勝
手
に
処
分

し
な
い
。②
貸
与
中
に
生
じ
る
必
要
経
費

は
、貸
与
を
受
け
た
方
が
負
担
す
る
こ
と
。

＊
生
ご
み
処
理
機
の
貸
し
出
し
も
引
き
続
き

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
貸
与
期
間
は
４
ヶ
月
で
す
。

　
　

生
活
環
境
課
（
内
線
２
２
９
）

１
日
ド
ッ
ク
助
成

個
人
番
号
カ
ー
ド

　
　
　
　
　

 

受
取
の
た
め
の
休
日
開
庁

問

問

問

お
知
ら
せ

　

平
成
28
年
熊
本
地

震
で
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
々
を
支
援
す
る

た
め
、
義
援
金
箱
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
て
被
災
地
に
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

設
置
期
間
／
６
月
30
日
（
木
）
ま
で

※

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

※

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

設
置
場
所
／
市
役
所
２
階
総
合
案
内
所

受
付
方
法
／
義
援
金
は
現
金
の
み
受
付
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
の
み
義
援
金
領
収
書
（
日

本
赤
十
字
社
和
歌
山
県
支
部
長
印
）
を
発

行
し
ま
す
。

　
　

福
祉
課
（
内
線
３
２
５
）

平
成
28
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

義
援
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す

有
田
市
三
世
代
定
住
等
支
援
事
業

コ
ン
ポ
ス
ト
（
生
ご
み
処
理
容
器
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

貸
与
制
度

６月８日（水）オークワ箕島店
午前10時～正午・午後１時～４時30分 問　保健センター

　　℡ 82- ３２２３

献血へ
行こう！

申
・
問

問
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
か
ら
次
の
方
々
が

　
　
　

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章（
教
育
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

崎
山
晴
一
氏

瑞
宝
単
光
章（
鉄
道
業
務
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

綿
上
治
男
氏

黄
綬
褒
章（
業
務
精
励
・
司
法
書
士
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本
ひ
ふ
み
氏

藍
綬
褒
章（
社
会
福
祉
功
績
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
川
浩
一
氏

わ
た
が
み
は
る

お

さ
き
や
ま
せ
い
い
ち

も
と

み
や

ふ
る
か
わ
こ
う
い
ち

※脳外科で診療を受けている方、体内に
　ペースメーカーや金属を入れている方
　は脳ドックの受診はできません。
※定員になり次第、受付を締め切ります。

検診名

人間ドック

脳ドック

受診機関 自己負担額

有田市立病院

桜ヶ丘病院

有田市立病院

国保日高総合病院

7,400円

6,370円

10,000円

8,430円



⑨ ARIDA　2016. ６ 平成27年度　有田市人権啓発標語入選作品 小学生の部　「たすけあい　それがきずなの　あいことば」

教育相談
日時／平日　午前９時～
　　　　教育委員会
　　　　（内線512）
青少年センター
日時／平日 午前８時30分～
　　　　青少年センター
　　　　℡0120-783-782
　　　　℡82-3591
家庭児童相談
日時／月～木　※平日のみ
　　　午前９時～午後４時
　　　　家庭児童青少年
　　　　相談室
　　　　℡82-3711
消費生活相談
日時／6/7（火）・7/5（火）
　　　午後１時～４時
場所／市役所３階
　　　ミーティングルーム
※電話相談も可
　　産業振興課 ℡83-0225

市民法律相談　※予約制
日時／6/21（火）・7/19（火）
　　　午後１時～４時20分
場所／市役所３階会議室
　　※弁護士は月替わり
　　※定員10名
　　市民課（内線244）
合同相談
日時／6/9（木）・7/14（木）
　　　午後１時30分～４時
場所／文化福祉センター
行政相談員：石井志通男
　　　　　　吉川かよ子
吉川かよ子委員が和歌山行政評価
事務所長感謝状を授与されました。

人権相談員：
（6月）栗山勝典・栗山仁美
（7月）大浦常男・宮本直樹
　　市民課（内線244・368）

　自然のままに育てるという栽
培方法や徹底的に手間をかけ
た加工方法で美味しいみかん
とジュースを作っている、和歌
山の谷井農園。農園を成功に
導いた三代目社長が、取り組
みとその背景にある信念を、ビ
ジネス書として紹介します。
　　　図書館　℡82ー3220

■
ち
ょ
こ
っ
と
健
診
し
ま
せ
ん
か
？

　
「
健
康
診
断
を
受
け
る
時
間
が
な
い
け
ど
、

体
の
こ
と
が
気
に
な
る
な
ぁ
」「
お
見
舞
の

つ
い
で
に
健
康
診
断
し
て
く
れ
な
い
か
な
ぁ
」

と
い
う
よ
う
な
方
、市
立
病
院
の『
ち
ょ
こ
っ

と
健
診
』
で
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

実
施
日
／
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

申
込
／
予
約
不
要

申
込
場
所
／
総
合
受
付

※

大
腸
が
ん
リ
ス
ク
の
み
電
話
申
込
も
可
能

結
果
報
告
／
２
週
間
程
度
で
ご
自
宅
に
普
通

郵
便
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
　

市
立
病
院
（
健
診
担
当
）

■
脳
ド
ッ
ク
受
診
で
き
ま
す

申
込
方
法
／
国
民
健
康
保
険

加
入
対
象
の
方
は
、
特
定

健
診
受
診
券
・
保
険
証
・

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

市
役
所
健
康
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
そ
の
他
の
健
康
保
険
加
入
対
象
の
方

も
受
診
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
当

院
の
健
診
担
当
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

健
康
課
（
内
線
３
４
３
）

　
　

市
立
病
院
（
健
診
担
当
）

問 問

広告

「奇跡のみかん農園」

問

日時／６月18日（土）　午前10時30分～
場所／有田市図書館　えほんのへや
内容／絵本の読み聞かせ
　　　＆「紙コップDEくるくるおさんぽ」を作ろう!
申込／６月８日（水）　午前９時30分～
※定員10名になり次第締め切ります。

問　市立病院　℡82－２１５１Hospital TopicsHospital Topics

新　着　図　書新　着　図　書

☆おはなし会のお知らせ☆☆おはなし会のお知らせ☆

たに い やすひと

問

いし い

よし

くり やま かつ のり くり やま ひと み

おお うら つね お みや もと なお き

かわ

し づ お

問

場所・問

場所・問

場所・問

問

谷井　康人／著　SBクリエイティブ

【検査項目・金額】 （税込）
＊貧血
＊糖尿病
＊痛風・脂質異常
＊肝臓機能
＊腎臓機能
お得なセット
『＊』が付いている項目全て
甲状腺（ホルモン分泌など）
前立腺がんリスク
B型肝炎
C型肝炎
大腸がんリスク（便潜血検査2日法）
胃がんリスク

500円
700円
1,200円
1,200円
400円

2,500円

2,500円
1,500円
1,100円
1,300円
700円
3,240円

ARIDA　2016. ６ ⑧「言わないで　自分がいわれて　いやなこと」

　
「
有
田
市
地
域
福
祉
計
画
」
は
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
市
民
の
誰
も
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
基

本
目
標
に
策
定
す
る
計
画
で
す
。

　

現
在
の
計
画
は
平
成
28
年
度
で
終
了
し
ま

す
。
そ
こ
で
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
市
の

現
状
に
あ
っ
た
新
し
い
計
画
を
策
定
す
る
た

め
『
有
田
市
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
』
を

募
集
し
ま
す
。

　

委
員
会
は
、
市
長
が
委
嘱
す
る
17
名
以
内

の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
今
回
公
募
す
る
委
員

の
皆
さ
ん
の
ほ
か
、
学
識
経
験
者
、
福
祉
、

保
健
及
び
医
療
関
係
者
等
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

任
期
／
３
年
以
内

募
集
人
数
／
男
女
各
１
人

応
募
資
格
／
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
本
市
に
住
所
を
有
す
る
方
（
た
だ
し
、
本

市
の
職
員
及
び
市
議
会
議
員
を
除
く
）

②
満
20
歳
以
上
の
方
（
平
成
８
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

③
本
市
の
他
の
附
属
機
関
等
の
委
員
と
な
っ

て
い
な
い
方

職
務
内
容
／
有
田
市
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

に
関
し
、
意
見
・
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※

会
議
は
市
役
所
で
年
４
回
程
度
開
催
。

　

１
回
２
時
間
を
予
定
。

報
酬
／
１
回
あ
た
り
３
，
０
０
０
円

応
募
方
法
／
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
８
０
０
字
程
度

の
小
論
文
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

応
募
書
類
等
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※

応
募
用
紙
に
つ
い
て
は
、
福
祉
課
窓
口
に

備
え
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

提
出
先
／
福
祉
課
福
祉
係
（
郵
送
可
）

締
切
／
６
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　

福
祉
課
（
内
線
２
８
９
）

　

寄
付
を
い
た
だ
い
た
市
外
在
住
の
方
に
、

記
念
品
を
進
呈
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
地

場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
た
記
念
品
を
追

加
募
集
し
ま
す
。
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す

の
で
、
記
念
品
に
し
た
い
商
品
を
取
り
扱
っ

て
い
る
事
業
者
の
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

総
務
課
（
内
線
２
１
５
）

　
　

商
工
会
議
所　

℡
83
ー
４
７
７
７

受
付
期
間
／
６
月
22
日
（
水
）
ま
で

応
募
資
格
／
日
本
国
籍
を
有
し
（
４
月
１
日

現
在
）、
自
衛
隊
法
第
38
条
第
１
項
の
規

定
に
該
当
し
な
い
方
で
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子

試
験
日
／
６
月
24
日
（
金
）・
25
日
（
土
）

試
験
会
場
／
和
歌
山
県
民
文
化
会
館

※

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　
　

有
田
募
集
案
内
所　

℡
82
ー
６
６
３
１

　

６
月
27
日
（
月
）〜
７
月
３
日
（
日
）
は

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強

化
週
間
で
す
！

相
談
内
容
／
子
ど
も
に
関
す
る
人
権
な
ん
で

も
相
談

受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※

７
月
２
日
（
土
）・
７
月
３
日
（
日
）
は
、

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
１
２
０
ー
０
０
７
ー
１
１
０

（
全
国
共
通
・
無
料
）

リ
デ
ュ
ー
ス
／
ま
ず
は
、
ご
み
を
出
さ
な
い

こ
と

リ
ユ
ー
ス
／
次
は
、
い
ら
な
く
な
っ
た
も
の

で
も
他
に
使
え
な
い
か
、
他
の
人
に
使
っ

て
も
ら
え
な
い
か

リ
サ
イ
ク
ル
／
最
後
に
、
残
っ
て
し
ま
っ
た

ご
み
も
資
源
と
し
て
再
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
み
ん
な
が
少
し
ず
つ
ご
み
を
減
ら
せ

ば
、
大
き
く
ご
み
の
量
を
減
ら
せ
ま
す
。
ご

み
を
減
ら
せ
ば
、
処
分
費
用
が
抑
え
ら
れ
、

他
の
優
先
す
べ
き
施

策
へ
活
用
で
き
ま
す
。

　
　

生
活
環
境
課

　
　
（
内
線
２
２
９
）

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

　
　
　
　
　

 

記
念
品
登
録
事
業
者
募
集

自
衛
官
候
補
生
募
集

有
田
市
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

募
集
し
ま
す

問

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

啓　
　

発

　

こ
れ
か
ら
雨
の
多
い
時

期
と
な
り
、
ダ
ム
か
ら
放

流
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。

放
流
時
は
、
あ
ら
か
じ
め

サ
イ
レ
ン
ま
た
は
警
報
車

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
放
流
に
よ
り
、
水

位
が
上
昇
し
ま
す
の
で
、
河
川
内
に
お
ら
れ

る
方
や
、
置
い
て
い
る
物
件
は
、
早
め
に
安

全
な
場
所
へ
の
避
難
や
、
移
動
を
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

有
田
振
興
局
二
川
ダ
ム
管
理
事
務
所　

℡
23
ー
０
２
５
１

期
間
／
10
月
７
日
（
金
）
ま
で

こ
の
期
間
中
、
特
に
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

（
ス
モ
ッ
グ
）
が
発
生
し
や
す
く
、
皆
さ
ん

へ
被
害
を
及
ば
な
い
よ
う
監
視
体
制
を
強
化

し
、
お
知
ら
せ
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
放
送

等
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

生
活
環
境
課
（
内
線
２
２
９
）

　
　

湯
浅
保
健
所　

℡
63
ー
４
１
１
１

　

６
月
は
『
不
法
就
労
・
不
法
滞
在
防
止
の

た
め
の
活
動
強
化
月
間
』
で
す
。

　

情
報
が
あ
れ
ば
有
田
警
察
署
も
し
く
は
最

寄
り
の
交
番
、
駐
在
所
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　

有
田
警
察
署　

℡
82
ー
０
１
１
０

二
川
ダ
ム
よ
り
放
流
に
つ
い
て

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
（
ス
モ
ッ
グ
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

特
別
監
視
実
施
中

和
歌
山
か
ら
不
法
滞
在
者
を
な
く
そ
う

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す
！

　
　
　
　

 

身
近
な
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

申
・
問

問 問

問 問

問

クールビズ実施中
　市役所では10月31日までクールビズを実施
していますので、ご理解をお願いします。

６月１日～７日　水道週間
『じゃ口から　安心とどけ　未来まで』

（平成28年度スローガン）

６
月
23
日
（
木
）
〜
29
日
（
水
）

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

「
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。
男
女
で
サ
ン
カ

　

ク
。
社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。」

　
　

（
28
年
度
内
閣
府
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）



⑪ ARIDA　2016. ６

広告

ふるさと再 発見 ひと まち ほこり

　

５
月
４
日（
水
）に
行
わ
れ
た「
お
魚
勉
強
会
」は
今
年
も
大
盛
況
！

　

昨
年
ま
で
有
田
箕
島
漁
業
協
同
組
合
青
年
部
の
部
長
と
し
て
活
動
し
、

お
魚
勉
強
会
を
た
ち
あ
げ
た
尾
藤
文
紀
さ
ん
と
、
今
年
部
長
と
な
り
、

青
年
部
を
引
き
継
い
だ
上
野
山
貴
也
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

（
本
文
中
敬
称
略
）

お
魚
勉
強
会
の
は
じ
ま
り

尾
藤　

２
年
前
に
開
催
さ
れ
た

「
わ
い
わ
い
が
や
が
や
あ
が
ら
の

ま
ち
を
皆
で
考
え
よ
ら
会
」
に
参

加
し
、
そ
こ
で
地
域
を
盛
り
上
げ

る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。
自
分
な
ら
魚
を
使
っ
た
企
画

が
で
き
る
な
と
思
っ
た
の
が
は
じ

ま
り
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
賛

同
し
、
協
力
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、
４
ヶ
月
後
に
は
「
文
紀
に
い

や
ん
の
お
魚
勉
強
会
」
が
実
現
し

ま
し
た
。

　

太
刀
魚
漁
獲
量
日
本
一
を
誇
る

有
田
市
で
す
が
、
実
際
市
場
に
来

た
り
、
漁
師
と
話
し
た
り
、
魚
と

ふ
れ
あ
う
機
会
が
あ
ま
り
な
い
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
市
場
や
漁
師
、
そ
し
て

魚
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
ほ
し

い
。そ
し
て
な
に
よ
り
、こ
の
辺
で

と
れ
る
魚
は
う
ま
い
っ
て
い
う
こ

と
を
知
っ
て
欲
し
か
っ
た
ん
で
す
。

お
魚
勉
強
会
を
引
き
継
い
で

上
野
山　

今
回
、
青
年
部
長
と
し

て
お
魚
勉
強
会
を
引
継
ぎ
ま
し
た
。

　

開
催
に
当
た
っ
て
本
当
に
た
く

さ
ん
の
人
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
日
イ
ケ
ス
に
入
れ
る

魚
は
前
も
っ
て
漁
で
獲
っ
て
く
る

ん
で
す
が
、
青
年
部
だ
け
で
は
難

し
く
、
他
の
漁
師
に
お
願
い
し
て

漁
に
出
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
か

げ
で
た
く
さ
ん
の
魚
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。

尾
藤　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
も
、
イ
ケ
ス
の
設
置
や

食
べ
物
の
準
備
な
ど
た
く
さ
ん
力

を
貸
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
魚
勉

強
会
の
開
催
は
こ
の
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
な
し
で
は
無
理
で
す
ね
。

お
魚
勉
強
会
の
こ
れ
か
ら

上
野
山　

参
加
人
数
も
増
え
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
来
年
の
お

魚
勉
強
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
来
年
も
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
で
す
ね
。

　

有
田
の
良
さ
を
生
か
し
た
イ
ベ

ン
ト
が
他
に
も
企
画
さ
れ
た
ら
、

さ
ら
に
有
田
市
が
盛
り
上
が
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。有
田
で
有
田
の

良
さ
を
出
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

尾
藤　

勉
強
会
を
続
け
て
い
く
こ

と
で
、
い
つ
か
参
加
し
た
子
ど
も

が
大
人
に
な
っ
て
、
地
元
の
魚
は

お
い
し
い
、
と
継
い
で
い
っ
て
も

ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
多
く

の
人
に
魚
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

▲お魚とれた！

◀焼きイカを手にピース

尾藤 文紀 さん
び とう ふみ き

上野山 貴也 さん
うえ の やま たか や

お
魚
勉
強
会
に
込
め
た
思
い

お
魚
勉
強
会
に
込
め
た
思
い

お
魚
勉
強
会
に
込
め
た
思
い

イカは苦手
やけど、

このイカは

めっちゃお
いしい♪
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龍谷大学生  持ち込み企画

▽
は
じ
め
て
訪
れ
た
矢
櫃

　

有
田
市
の
南
西
に
位
置
す
る
矢
櫃

地
区
。
坂
に
沿
う
よ
う
に
し
て
家
々

が
立
ち
並
ん
で
い
る
の
だ
が
、
そ
の

坂
の
傾
斜
は
想
像
以
上
に
急
な
も
の

で
、
歩
い
て
上
り
下
り
を
す
る
だ
け

で
も
少
し
息
を
切
ら
し
て
し
ま
う
。

住
民
の
方
は
原
付
バ
イ
ク
を
持
っ
て

い
る
方
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
町
を

歩
い
て
い
て
も
、
た
び
た
び
バ
イ
ク

に
乗
っ
た
住
民
の
方
を
目
に
し
た

が
、
急
な
斜
面
を
バ
イ
ク
で
び
ゅ
ー

ん
と
上
っ
た
り
下
り
た
り
す
る
様

子
、
新
鮮
だ
っ
た
。
そ
し
て
な
ん
と

い
っ
て
も
そ
の
坂
の
一
番
上
か
ら
見

る
景
色
。
キ
レ
イ
な
海
と
矢
櫃
の
町

並
み
が
見
事
に
マ
ッ
チ
し
、
自
然
と

調
和
し
た
そ
の
姿
は
大
変
美
し
い
も

の
で
あ
っ
た
。

▽
広
が
る
輪

　

矢
櫃
地
区
で

は
昔
か
ら
、

「
区
に
寄
付
を

す
る
と
寄
付
を
し
た
人
の
名
前
が
地

区
の
三
ヶ
所
の
掲
示
板
に
張
り
出
さ

れ
る
」
と
い
う
風
習
が
あ
る
。
ど
の

よ
う
な
機
会
に
寄
付
を
す
る
か
と
い

う
と
、例
え
ば
結
婚
が
挙
げ
ら
れ
る
。

結
婚
す
る
際
に
、
今
ま
で
地
区
に
育

て
て
も
ら
っ
た
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
区
に
寄
付
を
す
る
そ
う
だ
。

　

矢
櫃
地
区
は
人
口
が
１
０
０
人
余

り
の
小
さ
な
地
区
で
あ
り
、
そ
の
た

め
誰
か
が
掲
示
板
を
見
れ
ば
そ
れ
が

や
が
て
口
伝
え
で
住
民
の
皆
に
知
れ

渡
っ
て
い
く
。
話
に
よ
る
と
、
突
然

仕
事
中
に
「
結
婚
祝
い
」
を
持
っ
て

く
る
（
結
婚
し
た
本
人
は
そ
の
方
に

直
接
伝
え
て
い
な
い
が
、
掲
示
板
を

見
て
慌
て
て
持
っ
て
く
る
）
と
い
う

の
が
、
最
近
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

▽
当
た
り
前
か
ら
の
つ
な
が
り

　

矢
櫃
地
区
自

治
会
長
の
古
川

浩
一
さ
ん
は
、

こ
の
よ
う
な
風

習
が
現
在
も

残
っ
て
い
る
こ

と
が
有
田
の
他

の
地
区
で
は
珍

し
い
こ
と
を
初
め
て
聞
い
た
様
子
で
、

大
変
驚
か
れ
て
い
た
。
古
川
さ
ん
の

様
子
か
ら
、
矢
櫃
の
み
な
さ
ん
は
こ

の
風
習
を
ず
っ
と
「
当
た
り
前
」
だ

と
思
っ
て
過
ご
し
て
き
た
こ
と
が
見

受
け
ら
れ
た
。
名
前
が
張
り
出
さ
れ

る
と
い
っ
た
掲
示
板
は
、
矢
櫃
地
区

の
人
々
に
と
っ
て
身
近
で
か
つ
大
き

な
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
の
地
域
に

は
な
い
こ
の
風
習
は
、
矢
櫃
地
区
の

人
の
つ
な
が
り
を
象
徴
し
て
い
る
も

の
の
よ
う
で
あ
る
。
地
区
の
人
々
の

結
び
つ
き
が
強
い
か
ら
こ
そ
、
口
伝

え
で
広
が
り
皆
に
知
れ
渡
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
掲
示
板
を

通
し
た
矢
櫃
の
人
々
の
つ
な
が
り
は

と
て
も
強
い
も
の
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

矢
櫃
の
ま
ち
を
歩
い
て
い
る
と
、

出
会
っ
た
住
民
の
方
か
ら「
お
め

で
と
う
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る
、

声
を
か
け
て
き
た
方
も
掲
示
板

を
見
た
う
ち
の
一
人
で
あ
る
。こ

ん
な
、あ
た
た
か
い
当
た
り
前
が

こ
の
地
区
に
は
隠
れ
て
い
る
。つ

ぎ
は
誰
が
、み
ん
な
か
ら「
お
め

で
と
う
」と
声
を
か
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

広告

　有田市魅力発信プロジェクトとは、京都市の龍谷大学生による、有田市の『当たり前』の中に隠れている
『魅力』を発掘し、発信していく取り組みです。
　彼らがもつ多様な視点【都会の視点・若者の視点・市外の視点】を生かし、私たちの日常の中にある風景
や食べもの、伝統文化や行事、何気ない習慣などさまざまなジャンルからその魅力を発掘し、発信していき
ます。今回は有田市の南西にある矢櫃地区を取材してきました。

坂の上からの風景

掲示板古川浩一さんと

有田市 魅力発信プロジェクト №1№1

掲
示
板
か
ら
広
が
る
輪

掲
示
板
か
ら
広
が
る
輪

有田市 魅力発信プロジェクト

矢櫃の中を散
策！

龍大生スナッ
プ

い
ち

こ
う

か
わ

ふ
る
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広告 市収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

　これからの季節、水が張られた田んぼの中を、さ
わやかに吹き抜ける風が初夏の訪れを感じさせてく
れます。
　さて、中将姫の命日に当たる毎年５月１４日は、
糸我町にある得生寺において「来迎会式」が執り行
われます。特に本年は土曜日ということもあり、多
くの見学者で大変賑わいました。
　地元の小学生たちが二十五菩薩に扮し、開山堂よ
り本堂へ練り歩く、二十五菩薩練り供養は何度見て
も幻想的です。この素晴らしい伝統文化は、県の無
形文化財に指定されており、これまで伝承してこら
れた先人の皆様には感謝の念に堪えません。そして、
地域で関わっておられる大勢の皆様のご尽力により、
これからも未来へ引き継いでいこうとする姿勢に、
改めて心より感謝を申し上げます。
　また、昨年から有田市をもっと元気にしようと立

ち上がった「わいがや娘の
会」の活動の一環として、
この地域に残された中将姫
伝説などを、ブラックシア
ターの紙芝居形式でわかり
やすく伝える取り組みがあ
ります。会式当日の上演を
拝見しましたが、参加され
ている女性の方々のバイタリティの凄さに感心させ
られる一方、多くの方々と世代性別を超えてともに、
地域の宝物を磨いていくことの大切さを感じました。
　自然と伝統文化の豊かな我がまち有田市で生まれ
育ったことを本当にうれしく思うとともに、少子高
齢化の波が押し寄せようとも、絶対に守り伝えてい
かなくてはならないものがあることを再認識いたし
ました。 有田市長　望月 良男

より良い広報づくりのため、皆様のご意見ご要望を秘書広報課へお寄せください。

第28回有田市芸能大会
６月26日（日）　12時30分～

場所／文化福祉センター
内容／器楽・声楽・箏曲
　　　大正琴・舞踊・邦楽
　　　フラダンス

※ミーティング室にて、文化協会
会員の作品を展示します。

※プログラム終了後、抽選有。
　景品は文化協会会員の作品等。

主催／教育委員会・文化協会
　　文化福祉センター

℡８２ー３２２１

有田川クリーン作戦
７月３日（日）　７時～

※小雨決行
（悪天候により中止する場合は
　放送でお知らせします。）

　一人ひとりが環境美化に取り組
むことで、美化意識の向上を図り、
自分たちの住む有田市を美しいま
ちにしましょう。
　集合場所については、お住まい
の自治会等にお問合せください。

　今年も多くの方々のご参加・ご
協力をお願いします。
　　生活環境課（内線２２９）問

問

そう
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